
その他の研究 

 

・ICS/LABA/LAMA 吸入剤で臨床的寛解を達成した場合、ICS/LABA に減量することは

可能か？（26-10） 

・体外循環症例データベース（23-25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ICS/LABA/LAMA吸入剤で臨床的寛解を達成した場合、ICS/LABA に減量する

ことは可能か？ 

 

1．研究の対象 

2024年 4 月から 2025年 5月の間にテリルジー100 もしくはエナジア中用量をレルベア 100 もしくはｱﾃｷｭ

ﾗ中用量に切替えを行った患者さん 

 

2．研究目的・方法 

中等症気管支喘息においての治療目標として、臨床的寛解（1 年間全身ステロイド投与なし、かつ

ACT 点数 23 点以上）の達成が挙げられます。そのために、ICS/LABA の 2 剤合剤の吸入薬から

ICS/LABA/LAMAの 3剤合剤の吸入薬に変更することで、臨床的寛解の達成率が上昇するとされてい

ます。それでは逆に、3 剤合剤で臨床的寛解を達成した後に、2 剤合剤へ寛解を維持したまま減量でき

るのかについては明確なデータがありません。 

3剤合剤のテリルジー100もしくはエナジア中用量を使用して 1年間臨床的寛解を維持している患者さん

に、2 剤合剤のレルベア 100 もしくはｱﾃｷｭﾗ中用量に減量して、1 年間臨床的寛解を維持できる率は

何％あるのか、2024年 4月から 2025年 5月の間に切替えを行った患者さんについて調査をしています。 

寛解を維持したまま減量できた患者さんの特徴についても調べます。肺機能や呼気一酸化窒素、ACT

点数について、安定しているかどうかも確認します。 

 

3．研究実施期間 

研究機関の長の実施許可日から 2026年 9月 30 日まで。 

 

4．研究に用いる資料・情報の種類 

日常診療の範囲内での情報 (投与開始年齢、喫煙歴、喘息罹患年数、％FEV1、IgE、好酸球数、

呼気一酸化窒素等) を電子カルテから収集します。本研究は日常診療で得られる情報をもとに、電子

カルテから診療情報を収集する非介入観察研究です。 

 

4. 収集した情報の公表 

収集した情報は、匿名化し患者さん個人を特定できないように保存します。また研究成果を学会や学

術誌に発表することが目的ですが、これにより患者さんの個人情報が外部に流出することはありません。 

 

5. 連絡、問い合わせ先 

本研究の対象となることに同意されない場合はお申し出ください。研究対象から除外し収集したデータは

破棄します。不同意による診療上の不利益はありません。 

三菱京都病院 呼吸器・アレルギー科 安場 広高 

〒615-8087 京都市西京区桂御所町 1 番地 電話 075-381-2111 



 

 


